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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
令
和
２
年
度
は
当
初
か
ら
年
度
末
ま
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対

応
に
追
わ
れ
た
１
年
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

11
度
に
わ
た
る
補
正
を
経
て
、
当
初
２
８

１
億
円
余
り
で
あ
っ
た
予
算
が
、
決
算
で

は
歳
入
、
歳
出
と
も
に
約
４
１
０
億
円
と

大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
中
で
も
本
市
独
自

の
取
組
み
で
あ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
応

援
券
」
や
休
業
要
請
協
力
事
業
者
へ
の
支

援
、
福
祉
事
業
者
へ
の
補
助
な
ど
、
市
民

生
活
を
支
え
る
各
事
業
に
つ
い
て
は
高
く

評
価
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
民
間
委
託
表
明
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
な
ど
大
き
な
事
業
も
あ
り
ま
し

た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
子
育
て
施
策

の
満
足
度
も
高
く
、
「
子
育
て
の
し
や
す

さ
」
は
定
住
促
進
の
大
き
な
要
素
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
が
27
％
に
迫

る
本
市
で
は
、
医
療
や
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
「
住
み
た
い
　
住
み
つ
づ
け
た

い
　
悠
久
の
都
　
長
岡
京
」
へ
の
歩
み
が

着
実
に
進
む
こ
と
、
市
長
の
戦
略
的
で
安

定
し
た
行
政
運
営
に
期
待
し
ま
す
。
　
　
　

　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子
・
田
村
直
義

　

　
令
和
３
年
第
３
回
９
月
定
例
会
に
お
い

て
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
・
特
別
会
計
・
上
下
水
道
事
業
会

計
の
議
案
を
審
議
し
認
定
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
策
と
し
て
市
民
生
活
と

地
域
経
済
の
下
支
え
と
な
る
た
め
の
「
新

し
い
生
活
様
式
応
援
券
」
や
事
業
継
続
補

助
金
、
福
祉
事
業
者
に
対
す
る
助
成
な
ど

事
業
者
の
活
動
継
続
を
支
え
る
施
策
の
展

開
は
高
く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
質

収
支
は
約
15
億
５
千
万
円
の
黒
字
と
な
り

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
４
指
標
も
良
好

な
数
値
で
あ
り
財
政
の
健
全
化
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
に
１
人
が
罹
患

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
提
案
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
化
克
服
に
向
け
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
た
め
の
支
援
と
し
て
「
出
産
育
児
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
の
ま
ち
長
岡

京
市
の
構
築
の
た
め
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
福
島
和
人
・
山
本
智
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
二
年
度
は
年
度
当
初
か
ら
年
度
末

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
に
追
わ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
11
度
に
わ
た
る

補
正
を
経
て
、
当
初
２
８
１
億
円
余
り
で

あ
っ
た
予
算
が
決
算
で
は
歳
入
、
歳
出
と

も
に
約
４
１
０
億
円
と
大
き
く
伸
び
、
こ

れ
ほ
ど
の
補
正
は
例
を
見
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
慎
重
に
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

議
会
と
行
政
が
共
に
こ
の
困
難
な
状
況
と

闘
っ
て
き
た
と
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
で
も
長
岡
京
市
独
自
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
応
援
券
」
や
休

業
要
請
協
力
事
業
者
支
援
、
福
祉
事
業
者

へ
の
補
助
な
ど
市
民
生
活
を
支
え
る
事
業

に
つ
い
て
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お

い
て
は
、
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
初
年
度

で
あ
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
業

務
用
の
水
量
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
経

営
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
支
出
の
抑

制
に
努
め
目
標
値
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
長
岡
京
市
を
目
指
し
ま
す
。
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

　
９
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

２
年
度
の
決
算
審
議
を
し
ま
し
た
。
「
１

人
５
千
円
の
商
品
券
」
「
福
祉
・
保
育
等

事
業
所
に
10
万
円
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
か
ら
の
約
11
億
円
の
コ
ロ
ナ

対
策
交
付
金
（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

の
範
囲
内
で
あ
り
、
市
の
貯
金
（
財
政
調

整
基
金
）
は
温
存
し
ま
し
た
。
実
質
単
年

度
収
支
は
８
・
３
億
円
と
異
例
の
黒
字
で

あ
り
、
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策
や
事
業
者
・

生
活
支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
た
と
指
摘

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党
は
、
市
民
へ
の
無
料
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
学
校
や
福
祉
施
設
等
で
の
定
期

・
頻
回
の
検
査
で
感
染
を
封
じ
込
め
て
い

く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
市
は
保
健
所
ひ

っ
迫
に
備
え
て
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入

し
ま
し
た
が
、
た
っ
た
１
０
０
セ
ッ
ト
。

「
大
量
に
保
有
し
、
感
染
発
生
時
に
は
ク

ラ
ス
全
員
検
査
な
ど
積
極
活
用
を
。
希
望

す
る
市
民
に
配
布
を
。
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
「
す
べ
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

の
早
期
救
済
・
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」

が
全
会
一
致
で
可
決
で
き
ま
し
た
。
一
方
、

「
下
水
道
２
割
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
」
の
請

願
は
日
本
共
産
党
だ
け
の
賛
成
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
値
上
げ
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　
　

　
９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の

財
政
運
営
は
市
税
収
入
が
減
少
し
た
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
う
国
庫
支
出
金
や
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
実
質
収
支
、
単

年
度
収
支
及
び
実
質
単
年
度
収
支
全
て
で

黒
字
と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
小
委
員

会
で
は
冨
田
達
也
委
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
対
応
策
」
「
子
育
て
支
援
」
の

二
項
目
、
宮
小
路
康
文
委
員
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
で
の
学
校
教
育
」
「
道
路
整
備
・
交

通
」
「
決
算
書
に
な
い
事
業
」
の
三
項
目
、

進
藤
裕
之
委
員
か
ら
「
人
事
評
価
」
「
人

材
育
成
」
「
公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

推
進
」
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
会
派
輝
を

代
表
し
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
本
市
の

政
策
評
価
に
つ
い
て
質
疑
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
確
認
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
く

様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　

　　
　
大
伴
雅
章
・
進
藤
裕
之
・
綿
谷
正
已

　
　
　
　
　
　
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
９
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

西
山
公
園
体
育
館
の
活
用
、
医
療
従
事
者

の
確
保
に
よ
り
受
入
数
の
拡
大
の
推
進
。

・
市
営
自
転
車
駐
車
場
で
料
金
収
受
の
機

械
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
導
入
。
　
　

・
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
ひ
き
こ
も

り
支
援
は
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室
か
ら

各
分
野
と
の
連
携
支
援
を
、
新
庁
舎
完
成

後
は
、
さ
ら
に
包
括
的
で
重
層
的
な
支
援

体
制
の
整
備
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
重
要
性
と
取
組
方
針
を
提
案
し
、
子
ど

も
達
が
地
域
と
ふ
れ
あ
い
協
力
を
得
な
が

ら
成
長
で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
本
格
導
入
の
検
討
を
促
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
と
温
暖
化
に
つ
い
て
、

農
業
や
健
康
、
防
災
等
の
分
野
に
お
け
る

適
応
策
を
盛
り
込
ん
だ
第
三
期
環
境
基
本

計
画
を
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
、
市
街
化
区
域
の
緑
化
や
農
地
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。
　

　
私
た
ち
は
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
り

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
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２
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追
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２
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０
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。
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て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
た
め
の
支
援
と
し
て
「
出
産
育
児
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
の
ま
ち
長
岡

京
市
の
構
築
の
た
め
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
福
島
和
人
・
山
本
智
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
二
年
度
は
年
度
当
初
か
ら
年
度
末

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
に
追
わ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
11
度
に
わ
た
る

補
正
を
経
て
、
当
初
２
８
１
億
円
余
り
で

あ
っ
た
予
算
が
決
算
で
は
歳
入
、
歳
出
と

も
に
約
４
１
０
億
円
と
大
き
く
伸
び
、
こ

れ
ほ
ど
の
補
正
は
例
を
見
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
慎
重
に
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

議
会
と
行
政
が
共
に
こ
の
困
難
な
状
況
と

闘
っ
て
き
た
と
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
中
で
も
長
岡
京
市
独
自
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
応
援
券
」
や
休

業
要
請
協
力
事
業
者
支
援
、
福
祉
事
業
者

へ
の
補
助
な
ど
市
民
生
活
を
支
え
る
事
業

に
つ
い
て
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お

い
て
は
、
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
初
年
度

で
あ
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
業

務
用
の
水
量
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
経

営
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
支
出
の
抑

制
に
努
め
目
標
値
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
長
岡
京
市
を
目
指
し
ま
す
。
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

　
９
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

２
年
度
の
決
算
審
議
を
し
ま
し
た
。
「
１

人
５
千
円
の
商
品
券
」
「
福
祉
・
保
育
等

事
業
所
に
10
万
円
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
か
ら
の
約
11
億
円
の
コ
ロ
ナ

対
策
交
付
金
（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

の
範
囲
内
で
あ
り
、
市
の
貯
金
（
財
政
調

整
基
金
）
は
温
存
し
ま
し
た
。
実
質
単
年

度
収
支
は
８
・
３
億
円
と
異
例
の
黒
字
で

あ
り
、
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策
や
事
業
者
・

生
活
支
援
を
行
う
こ
と
は
で
き
た
と
指
摘

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党
は
、
市
民
へ
の
無
料
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
学
校
や
福
祉
施
設
等
で
の
定
期

・
頻
回
の
検
査
で
感
染
を
封
じ
込
め
て
い

く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
市
は
保
健
所
ひ

っ
迫
に
備
え
て
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入

し
ま
し
た
が
、
た
っ
た
１
０
０
セ
ッ
ト
。

「
大
量
に
保
有
し
、
感
染
発
生
時
に
は
ク

ラ
ス
全
員
検
査
な
ど
積
極
活
用
を
。
希
望

す
る
市
民
に
配
布
を
。
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
「
す
べ
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

の
早
期
救
済
・
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」

が
全
会
一
致
で
可
決
で
き
ま
し
た
。
一
方
、

「
下
水
道
２
割
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
」
の
請

願
は
日
本
共
産
党
だ
け
の
賛
成
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
値
上
げ
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

　
　

　
９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の

財
政
運
営
は
市
税
収
入
が
減
少
し
た
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
う
国
庫
支
出
金
や
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
実
質
収
支
、
単

年
度
収
支
及
び
実
質
単
年
度
収
支
全
て
で

黒
字
と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
小
委
員

会
で
は
冨
田
達
也
委
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
対
応
策
」
「
子
育
て
支
援
」
の

二
項
目
、
宮
小
路
康
文
委
員
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
で
の
学
校
教
育
」
「
道
路
整
備
・
交

通
」
「
決
算
書
に
な
い
事
業
」
の
三
項
目
、

進
藤
裕
之
委
員
か
ら
「
人
事
評
価
」
「
人

材
育
成
」
「
公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

推
進
」
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
会
派
輝
を

代
表
し
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
本
市
の

政
策
評
価
に
つ
い
て
質
疑
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
議
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
確
認
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
く

様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　

　　
　
大
伴
雅
章
・
進
藤
裕
之
・
綿
谷
正
已

　
　
　
　
　
　
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
９
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
　
　
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

西
山
公
園
体
育
館
の
活
用
、
医
療
従
事
者

の
確
保
に
よ
り
受
入
数
の
拡
大
の
推
進
。

・
市
営
自
転
車
駐
車
場
で
料
金
収
受
の
機

械
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
導
入
。
　
　

・
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
ひ
き
こ
も

り
支
援
は
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室
か
ら

各
分
野
と
の
連
携
支
援
を
、
新
庁
舎
完
成

後
は
、
さ
ら
に
包
括
的
で
重
層
的
な
支
援

体
制
の
整
備
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
重
要
性
と
取
組
方
針
を
提
案
し
、
子
ど

も
達
が
地
域
と
ふ
れ
あ
い
協
力
を
得
な
が

ら
成
長
で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
本
格
導
入
の
検
討
を
促
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
と
温
暖
化
に
つ
い
て
、

農
業
や
健
康
、
防
災
等
の
分
野
に
お
け
る

適
応
策
を
盛
り
込
ん
だ
第
三
期
環
境
基
本

計
画
を
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
、
市
街
化
区
域
の
緑
化
や
農
地
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。
　

　
私
た
ち
は
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
り

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司

　


